
消費者問題学習会

３月 7 日（土）令和
2 年

京都市中京区烏丸御池東南角　アーバネックス御池ビル西館４階

令和２年２月４日 ( 火 ) ～２月 2７日 ( 木 )

京都いつでもコール
(京都市市政情報総合案内コールセンター )

①電話　②FAX（本紙裏面が専用 FAX 用紙となっています）③パソコン　④携帯電話

TEL： 075-661-3755 
FAX：075-661-5855

※お掛け間違いにご注意ください。
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主催　京都市，ＮＰＯ法人京都消費生活有資格者の会

京都市消費生活総合センター 研修室
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※駐輪場，駐車場はございません。会場へは，
　公共交通機関をご利用のうえ，お越しください。

午後１時 30 分～午後３時 30 分（受付・開場 午後１時）

京都市は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。

プラごみの現状を知ろう！
～私たちにできること～

1959 年京都市生まれ。京都市ごみ減量推進会議職員。民間企業職員から環境 NGO の事務局長，京都大学職員，自治体職員の他，
立命館大学をはじめ主に京都市内の５大学の講師など様々な立場を経験してきた。全国的な活動からローカルな活動まで，様々な環境
活動に 20年以上関わってきた。現在は京都で地に足付けて活動中。
中京区の生まれで，小学３年の時，今でも緑の多い西京区に転居。犬派か猫派かと問われれば犬派。しかし生まれ変わるなら猫がいい。

―今のペースでプラスチックごみを排出し続ければ どうなるのか―

誰もが使っているからこそ現状を知り，
私たち消費者の取るべき行動について一緒に考えてみませんか。

①京都市のプラごみの現状について 京都市環境政策局循環型社会推進部
ごみ減量推進課

【講演会講師プロフィール】

京都市ごみ減量推進会議
コーディネーター

ほり たかひろ

堀　孝弘 氏

ペットボトル，レジ袋，ストロー，食品包装など私たちの生活に
深く溶け込んでいるプラスチック。

ごみとなったプラスチックは，回収され，中国をはじめとする
東南アジア諸国に資源として輸出されてきました。

しかし，２０１７年末に中国政府は廃プラスチックの輸入を禁止。
他のアジア諸国も追随し，廃プラスチックは行き場を失い，

日本国内にたまりつつあります。

② 講演会「ならば，こうやって減らそう」

ホームページのイベント申請
送信フォームをご利用ください。

講師

講師

参加無料
50名
先着順



宛先：京都いつでもコール (京都市市政情報総合案内コールセンター )

FAX：075-661-5855 ※番号のお掛け間違いに
　ご注意ください。

ＦＡＸ用　申込用紙

下記のとおり，
【消費者問題学習会】「プラごみの現状を知ろう ! ～私たちにできること～」

を申し込みます。

※本用紙にご記入いただいた個人情報は，本事業に関すること以外に使用することはありません。

<開催日時 > 令和２年３月７日（土）
午後１時３０分～午後３時３０分（受付・開場　午後１時）

<会　　場> 京都市消費生活総合センター　研修室
地下鉄烏丸御池駅下車３-１，３-２出口すぐ
※駐輪場，駐車場はございません。
　会場へは，公共交通機関をご利用のうえ，お越しください。

<申込期間> 令和２年２月４日（火）～２月２７日（木）先着順

京都市文化市民局消費生活総合センター
令和 2年 1月発行　京都市印刷物第 314854 号

本用紙に必要項目を記入し，送信してください。ＦＡＸ用 申込用紙

申込者氏名
ふりがな
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